






　　KEY WORD 『高齢者の見守り・生きがい創出』

高齢化や人口減少が進んでいる中で、2060 年には、2.5 人に 1人が
65 歳以上、4人に 1人が 75 歳以上になると言われている。さらに、
単身世帯が増加する中で、孤独死も大きな課題になっている。身寄
りだけで支えるのには限界があり、地域で支え合っていく必要があ
る。

̶高齢者の孤独死は増加傾向
　2035 年には、3世帯に 1世帯が単身世帯に
　地域のつながりを必要としている

̶生きがいのある人や友達の多い人は、長生きをする。

̶２人に１人は、健康に過ごすためには “つながり” が
　必要と感じている

ご近所どうしのつながりをデザインする

地域のプロデューサーとして、コミュニティ拠点の企画運営を担い
ながら、エリアマネジメントを行っています。
いつでも気軽に行ける “場所”、誰かとつながる “きっかけ” を作る
ことで、高齢者も安心して暮らせる街を目指します。

みさとのおみせ mi*akinai

まちにわ ひばりが丘

まちのね浜甲子園
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出典：石川善樹著、「友だちの数で寿命は決まる」、㈱マガジンハウス、より作成

　「これから健康に過ごす上で
　　　　　　　重要だと思える要因は何ですか？（2つ回答）」

人間関係
（家族、学校、職場など）

生き方
（前向き、明るさ）

生き甲斐

ゆとり

生活習慣
（運動、食生活、禁煙など）

検査データ
（血圧、腹囲など）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N=1,311

ひばりが丘団地再生事業区域におけるエリアマネジメント。
HITOTOWA社員が常駐し、イベントやメディア運営、コミュニティスペー
スなどの施設管理を行っています。

浜甲子園団地地域の建替・再開発事業にともなうエリアマネジメント。
HITOTOWA社員が常駐し、地域の自治体や大学等とも連携しながら、
イベントやメディア、コミュニティスペースの企画運営を行っています。

UR都市機構が推進する地域医療福祉拠点化の取組みの一環として、若
者・子育て世帯とお年寄りとの多世代のミクストコミュニティの形成の
ためのコミュニティ施設の企画運営を実施しました (2016～2017)。
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出典：石川善樹著「友だちの数で寿命は決まる」、㈱マガジンハウス、より作成

単身世帯 その他の世帯

50％以上

出典：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所　　
　　　「日本の世帯数の将来推計（全国推計）」より

約 37％ 約 63％

2035 年世帯構成

HITOTOWAの取り組み

　・コミュニティカフェ
　　地域のママシェフによる「ランチの日」
　　を開催
　・レンタルスペース
　　地域の手作り作家さんや人気パン屋さん
　　による「パンと雑貨の日」を開催
　　多世代交流「いきいき体操」なども開催
　

　・コミュニティスペース
　　インテリアやスペースデザインは、
　　武庫川女子大学の学生との協働。
　　イベントの企画づくり行なっています。
　・キッズスペース
　　子供たちが学校帰りに集い、
　　安心して過ごせる空間。

　・コミュニティ施設
　　コミュニティスペース、カフェ、広場、
　　菜園、カーシェアなど
　　地域の人に気軽にご利用いただけます
　・イベントの開催
　　お祭りやクリスマスパーティ、餅つき大会
　　地域のみんなで楽しむイベントが多彩


